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発 表 内容 
 

1. 魚の浸透圧調節のメカニズム 

2. 水飲みと腸でのイオン・水吸収 

3. エラからの1価イオンの排出 

4. セシウムの取込みと排出 
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魚の浸透圧調節のメカニズム 



淡水魚の浸透圧調節 
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 海水魚・淡水魚とも血液の浸透圧(塩分濃度)は海水の約1/3に保たれている 

 淡水では体内から塩類が流出し、血液浸透圧が低くなる傾向にある 

 淡水魚はエラの塩類細胞からNa+・Cl-を取込む 

淡水の塩類細胞 

Na+ Cl- 

塩類の取込み 

塩類細胞 

淡水 （塩分濃度：＜0.1％） 

塩分濃度：0.9％ 

大量の低張尿 

水 

エラ 

X 



海水魚の浸透圧調節 
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 海水魚・淡水魚とも血液の浸透圧(塩分濃度)は海水の約1/3に保たれている 

 海水魚では外から塩類が流入し、血液浸透圧が高くなる傾向にある 

 海水魚はエラの塩類細胞からNa+・Cl-を排出する 

海水魚の塩類細胞 

Na+ Cl- 

塩類の排出 

塩類細胞 

海水 （塩分濃度：3.5％） 

塩分濃度：0.9％ 

等張尿 

水 

エラ 



エラの構造と塩類細胞の分布 



広塩性魚と狭塩性魚の塩類細胞 

淡水魚 広塩性魚 海水魚 

塩類細胞 塩類細胞 塩類細胞 

塩類 塩類 塩類 

塩類の取込 塩類の排出 塩類の取込と排出 
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海水魚における水飲みと腸でのイオン・水吸収 
 

ー 海水魚は水を飲む ー 



メダカ仔魚の水飲み 



Na+ Cl- K+ 

  
Na+ Cl- K+ 

食道       胃      前腸          後腸        直腸 

（受動的吸収） （能動的吸収） 
Na+ Cl- K+ 

   Na+  Cl- 

海水 
Na+ Cl- K+ 

腸における水の吸収： １価イオンの吸収 



食道       胃      前腸          後腸        直腸 

海水ウナギの消化管に見られる白い沈殿物 

Energy (keV) 

C
o
u
n
t 

Ca 

O 
C 

Ｍｇ 

沈殿物のマイクロＸ線分析 

HCO3
- 

海水 
Ca2+ Mg2+ 沈殿物 

腸における水の吸収： ２価イオンの不溶化 



食道       胃      前腸          後腸        直腸 

H2O
 

海水 
H2O

 

H2O
 

直腸 後腸 

腸における水の吸収：薄くなった海水から水を吸収 



海水魚の腸上皮細胞におけるNa+, K+, Cl-の取込み 

腸上皮細胞のＫ+の取込みメカニズム 
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海水魚におけるエラからの１価イオンの排出 
 

ー 海水魚はエラからK+を排出する ー 



海水魚のエラの塩類細胞はNa+・Cl-を排出する 
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塩類細胞からのCl-の排出 
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水魚はエラの塩類細胞からNa+・Cl-に加えて、K+も排出する 

赤:：ROMK 

緑：塩類細胞 

塩類細胞からのＫ+の排出メカニズム 
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海水魚におけるセシウムの取込みと排出 



淡 水 

海 水 

水 

 
餌 

海水魚と淡水魚におけるセシウムの動態 

餌 

海水魚は餌に加え 
多量の水を飲む 

淡水魚はほとんど 
水を飲まない 

エラの塩類細胞から 
能動的に排出する 

塩類細胞からの 
排出は不明 

海水魚の尿は少ない 

淡水魚は多量の尿を出す 

？ 
？ 



海水魚と淡水魚におけるセシウムの取込みと排出 

セシウムあり セシウムなし 

海水魚 

淡水魚 

セ
シ
ウ
ム
含
量

 
セ
シ
ウ
ム
含
量

 

生物学的半減期： 海水魚＜淡水魚 



血液           細胞（筋肉） 

K+ (Cs+) 

 

10 mM  (海水)       4 mM              140 mM 

0.1 mM (淡水) 

K+ K+ 

「きれいな水の中でK+の代謝回転を速める」  

 環境水にK+を加える（体表と消化管からの取込み） 

 餌にK+を添加する（消化管からの取込み） 

では、除染の効率を高めるには・・・ 


